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目的
センチュウの１種であるC.elegansは低濃度のベンズ
アルデヒドには誘引し、高濃度には忌避することが分
かっている。C.elegansと同じような誘引反応を示す他
の種類のセンチュウを見つけるため、C.elegansが最
も誘引されるベンズアルデヒドの濃度を調べる。

結果
ベンズアルデヒドの各濃度におけるC.elegansの移
動。 忌避 中央 誘引

2.5・3.5 ㎕/㎖においては誘引
傾向が見られた。
4.0 ㎕/㎖においては誘引も忌
避も見られない。
3.0・4.5・5.0 ㎕/㎖においては
忌避傾向が見られた。
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センチュウを置いた○を含むラ
イン上を中央とし、ベンズアル
デヒドに近づけば誘引、離れれ
ば忌避とする。

考察
結果より、4.0∼4.5 ㎕/㎖において誘引と忌避の境目があることが分かり、確実な誘引をえるためには、2.5 ㎕/
㎖ が最も適しているといえる。2.5㎕/㎖においてC.elegansは広範囲に移動していたが、その他の濃度におい
ては中心部からあまり広がっていなかった。この原因として、2.5㎕/㎖のみ大型のC.elegansを使っていたこと

が挙げられる。よって、実験に使用するセンチュウはできるだけ成長した大きい個体にするべきである。3.0 ㎕
/㎖については今後も追及していく。

方法
１．図1のような計数シート（直径5㎝）を直径5㎝の実
験用培地のシャーレの下に敷く。

２．○にセンチュウをまち針を用いてのせる。
３．クリーンベンチ内の撮影装置(図２）に実験用培地
のシャーレを置く。

４．□に置いたガーゼに25 μlのベンズアルデヒドを
滴下する。

５．30分間ルーペを通して動画を撮影し、その後
C.elegansの移動を観察する。

ベンズアルデヒドの濃度を2.5・3.0・3.5・4.0・4.5・5.0 ㎕
/㎖とかえて実験を行う。

図２図１

Ｃ.ｅｌｅｇａｎｓ
モデル生物として広く用いられて
おり、ヒトよりもはるかに優れた
嗅覚を持っている。


